
令和５年度第３回宇部市子ども・子育て審議会 議事録 

 

■開催日時・場所 

 令和６年２月１９日（月）１８時３０分～２０時 

 宇部市役所３階 防災情報センター 

 

■委員（１６名） 

 出席 １４名 

 欠席  ２名 

 

■次第 

 １ 開会あいさつ 

 ２ 議  事 

   （１）教育・保育の提供状況の変更について 

   （２）「こども大綱」の概要及び「宇部市こども計画」の策定について 

   （３）こども家庭センターの設置について 

   （４）その他 

 

■議事内容 

（１）教育・保育の提供状況の変更について 

〇事務局 

  （資料１について説明） 

〇会長 

  今の説明について、何かご意見、ご質問はありますか。 

 ・・・特になし。 

 

（２）「こども大綱」の概要及び「宇部市こども計画」の策定について 

〇事務局 

  （資料２について説明） 

〇会長 

  今の説明について、何かご意見、ご質問はありますか。 

〇委員 

  資料２－１の６、７ページ、「こども大綱（意見反映）」について。こども・若者の意見反映とい

うことで、国もオンラインやアンケート、対面等で意見聴取をしている。今後の審議会で宇部市が

どのように意見聴取をしていけばいいか案を募りたいとのことだったが、正直あまりこどもの意

見聴取というのがイメージできていない。例えば、小学生や中学生から意見聴取するときに、どの

ようにしたら本心を聞き出すことができるのかわからないので、現時点で、国がどのような手法

で意見聴取をしたのか、宇部市がどのように意見聴取をしていこうと考えているのか、具体的な

手法があれば教えていただきたい。 



〇事務局 

  堅苦しい場ではこどもたちが意見を言いにくいと思っており、意見が言いやすい雰囲気づくり

が大切になってくると考えている。現在、全国的に意見聴取に取組む動きになっているので、良い

事例等を研究していきたい。 

〇委員 

  「子ども」がひらがな表記の「こども」になったのはなぜか。 

〇事務局 

  こども基本法が制定された際に「こども」という表記になった。こども基本法では、こどもの範

囲を年齢で区切っておらず、心身の状態が未発達な若者まで含んでいる。漢字の「子ども」だと児

童福祉法で守られる１８歳までというイメージがあるが、ひらがなの「こども」はもっと幅広いも

のであると理解いただきたい。 

〇会長 

  資料２－１の６ページ、「こども大綱（意見反映）」の事前準備について。こどもや若者が意見を

言うための学習機会を確保するということで、このあたりのテーマ設定の構想をお聞きしたい。 

〇事務局 

  具体的なテーマはまだ決まっておらず、これから検討していきたい。 

〇会長 

  意見聴取の「意見」がものすごく大きな枠となっており、具体的にこどもたちが困っていること

を知り政策に反映したいのか、それとも、こどもたちが目指している未来を実現するための政策

形成に向けた意見を聞きたいのかなど、聞く内容が政策に寄ったものがいいのか、単純にこども

たちの意見を大人たちが実現の方向にもっていくというのがいいのか、このあたりもまだはっき

りしていないと思う。国のガイドラインが出てきた段階で、具体的に意見聴取の内容が見えてく

ると思うので、今後の審議会で検討できれば良い。 

〇委員 

  小学校、中学校、高校のこどもであれば、学校経由で意見を聞くことが可能であると思う。しか

し、高校を卒業した後、大人になるまでの期間は人によって違い、そういう端境期にいるこどもた

ちが実は一番困り感があるかもしれない。そういったこどもたちの意見をどうやって拾っていく

かが課題であり、考えないといけないと思う。 

〇事務局 

  そういったこどもたちの意見をどう拾っていくかについても考えている。ボスティビルドに、

「若者ふりースペース」という若者の居場所を整備しており、若者の悩みを聞く相談員も配置し

ている。その場所も活用して困り感のあるこども・若者の意見も拾っていきたいと考えている。 

〇委員 

  こども大綱を読んだが、非常に幅が広く、これをどのように現実とリンクさせるかというのが

大きな課題であると感じた。こども大綱に書かれていることを全て実施するのは難しいと思うの

で、宇部市で一番問題になっているところに焦点を絞って考えていく必要があるのではと思った。 

〇事務局 

  こども大綱の内容は多岐にわたっている。国が今年度末に自治体こども計画の策定手順や留意

点をまとめたガイドラインを公表することになっているので、待っている状況である。 



〇会長 

  宇部市としてこども大綱をどのように施策に取り入れていくかが重要になってくると思う。現

段階は大きなものが示されている状況で、ガイドラインがはっきりしたら方向性も定まってくる

と思う。 

〇委員 

  意見聴取の案だが、例えば中学校でのプレゼン大会や、大学の保育科、看護科等の学生にテーマ

を与えて本気で考えてもらうというのはどうか。自分たちが宇部市のこども計画の一部を担うの

だという使命感をもって、先生方にも協力してもらい実施すれば良いのではないかと思う。そし

て、実際に計画に一部でも採用されたら、宇部市長と対談する場を設けるなどすると、学生たちに

とっても貴重な経験になると思う。単にアンケートや遊びで意見聴取をするというのは、低年齢

では良いと思うが、中学生以上においては少し競う形にするとしっかり考えてもらえて、実際に

子育てに携わっていない人も子育てについて考える良いきっかけになるのではないかと思う。 

〇事務局 

  こども・若者たちに、自分たちが意見した内容を市の計画に反映させてもらえたという思いを

持ってもらいたい。そういうことも、こどもまんなか社会なのだと思う。 

〇会長 

  意見を聞くなかで、私自身が気をつけたいと思っていることがある。保育のなかでは今、主体性

が注目されているのだが、自主性と主体性がよく混合されて使われている。自主性というのは、自

分の思いのまま向かっていくことであるが、主体性はそこに責任が伴っていることである。こど

もたちが自分の思いを発するのはとても重要なことだが、その発言には責任が伴ってくるという

ことも意識した意見の交換ができるようにする必要があると思う。今は意見を聞くことが前面に

出ているが、実際に行うときには、こどもたちが本気で、責任を持って自分たちの発言を実現させ

ていくという教育的な側面も持たせながら、意見聴取ができるとさらに良い機会になると思う。 

〇委員 

  こどもたちの主体性というところでは、こどもたちが話し合いやプレゼンをするというのは、

現在、校則の熟議等でかなり実現できている。学校現場では、こどもたちは自分事として、自分た

ちで物事を変えていこう、あるいは、自分たちで決めたことを守っていこうということを、メリッ

トやデメリットを考えながら話し合う経験を色々な場面で積んでいる最中である。例えば、意見

聴取のテーマをこどもたちに投げかけ、それについての話し合いを生徒会や児童会でやってもら

うようにすれば、中身の濃いものができるのではないかと思う。十分に実現は可能だと思う。 

 

（３）こども家庭センターの設置について 

〇事務局 

  （資料３について説明） 

〇会長 

  今の説明について、何かご意見、ご質問はありますか。 

〇委員 

  資料３の下の部分、「様々な資源による支援メニューにつなぐ」とあるが、現在、赤ちゃん訪問

の際に、お母さんたちから保育所が決まらないという話をよく聞く。育児休業は取りやすくなっ



てきているが、１年ほど休業してから働き始めるという方が多いため、どうしても保育所にこど

もを預ける必要がある。しかし、３月に生まれて、それから１年育休を取って４月から仕事復帰だ

と保育所も決まりやすいが、年度途中に生まれた場合、保育所がなかなか決まらないため、仕事復

帰を早めようかという相談も多くある。そういう相談を受けたときに、母子保健推進員ではなく、

市役所に相談に行かないといけない。今までは、市役所に何度も足を運んでもらって、保育所に空

きがないかを確認してもらう必要があったが、うべこども家庭センターＵｂｅハピが「様々な資

源による支援メニューにつなぐ」とあるので、育休の間から支援ができる体制もできていくのか。 

〇事務局 

  うべこども家庭センターでは、相談を受け、支援の必要に応じて支援メニューにつないでいく。

母子保健推進員が赤ちゃん訪問の際に相談された内容等については、必要に応じて対応している

ところである。今のご質問は、保育所の入所についてということでよろしいか。 

〇委員 

  一番相談されるのが、保育所が決まらないということである。子育てのため一度仕事を辞めて、

再就職先を探す際も、仕事を探す間は保育所に預けることができなかったりするので、その間は

どうしたらいいの、こういう悩みはどこに聞いたらいいの、という相談も受ける。市役所の担当課

がそれぞれ違うので、お母さんたちが相談に行くのも大変という声も聞いている。 

〇事務局 

  保育所への入所の相談は保育幼稚園課にも寄せられている。保育幼稚園課には保育コンシェル

ジュを常時２名配置しており、窓口相談、オンライン相談、電話相談を実施している。皆さんが市

役所に来なくとも、オンラインや電話で相談できるということを周知していこうと思う。 

〇委員 

  周知の仕方として、チラシなどを作成いただけるか。赤ちゃん訪問に行く際、宇部市からのお知

らせを持って行くので、チラシなどにわかりやすく相談場所等を示してくれればと思う。 

〇事務局 

  子育てに関する相談先等を集約したものをお伝えできればと思う。また、子育てに関すること

であれば、こども家庭センターに相談いただければ、丁寧に適切な支援につないでいく。 

〇委員 

  うべこども家庭センターＵｂｅハピは、ひらがなの「こども」になったので、年齢的には幅広く

若者まで含むということでいいのか。現在の子育て世代包括支援センターＵｂｅハピは、乳幼児

から未就学児の相談が寄せられているイメージがある。小学校で不登校になるなど、年齢が上が

ると出てくるさまざまな悩みや不安を抱えている人は多く、そういったことはこども家庭センタ

ーに相談してもいいのかお聞きしたい。 

〇事務局 

  母子保健部門は対象が小さいこどものイメージであるが、児童福祉部門は児童福祉法に基づく

ため１８歳、状況により２０歳までを対象としており、それらの機能を一体的にしたのがこども

家庭センターである。 

〇委員 

  支援メニューは民間の支援者たちともつながっていくと思うが、支援者側としてもどういった

横のつながりが持てるかなどを把握しておきたい。子育て支援拠点を運営しているため、子育て



に関するさまざまな相談を受けるのだが、内容によってはどこに相談したらいいだろうか、全て

こども家庭センターに相談していいものかと迷うので、市内にどのようなこどもの支援機関があ

るかわかるものがあれば良いと思う。 

〇会長 

  こども大綱も含めて、おそらく今から一つの入口を作っていくのだと思うが、こども家庭セン

ターがそれと理解していいか。それとも、まだそこまで行き着いていないというところでの、セン

ターのスタートか。 

〇事務局 

  こども家庭センター設置により、これまでと大きく変わることはないが、つながる場所として

入口的なものとなる。全てとはいかないが、相談を受けながら必要な支援先につないでいきたい。 

〇会長 

  以前、入口を一つにしていくという話があったが、現在はまだ進んでいないということか。 

〇事務局 

  今回は、母子保健部門と児童福祉部門を一体的にするということであり、こどもに関わる全て

を網羅できる訳ではないと思っている。現在、支援の必要な方をつなぐための「つながるガイド」

を支援者たちに渡しているところであり、今後はこれを活用して必要な支援につないでいきたい

と考えている。 

〇会長 

  まだ支援機関の横のつながりがあまりないという状況であるが、宇部市のこども計画が新たに

策定されていくなかで、これから集約されていくと考えていて良いか。今回は、まずは一つの入口

として母子保健部門と児童福祉部門を一体化すると解釈してよろしいか。 

〇事務局 

  そう解釈していただいて構わない。 

 

（４）その他 

〇会長 

  事務局から何かありますか。 

〇事務局 

  （追加資料：学童保育クラブ利用率の推移について説明） 

〇会長 

  今の説明について、何かご意見、ご質問はありますか。 

〇委員 

  現在、学童は小学１年生から６年生まで受け入れているが、実際は約半数は１年生である。高学

年の中には、やんちゃな子や配慮が必要な子など、さまざまなこどもがいるので、その中で低学年

のこどもが上手く対応していけるかが悩みの種である。宇部市はこどもの格差がすごくある印象

を受ける。こどもだけでも同じ待遇で生活できないものだろうかと思う。 

〇事務局 

  さまざまな配慮を必要とするこどもがいるということは学童の支援員さんからも聞いており、

市としては、巡回指導員というものを委託事業でやっているので、相談していただくのも一つの



方法ではないかと思う。 

〇会長 

  学童についてはかなり人材不足という状況だと聞いている。本学の保育学科の学生の中には、

学童の支援員としての就職を希望する人もいるが、非常勤の求人しかなく、若い人材が就職する

場所ではないというのがまず課題の一つである。また、狭いスペースで小学１年生から６年生ま

でのこどもが一緒にいるという状況についても、改善しないといけない課題であると思う。 

〇委員 

  学童は、本人が抱えている問題や、家庭の問題などを気づける場所でもあると思う。こども家庭

センターはさまざまな支援メニューにつなぐことができるので、学童での気づきをこども家庭セ

ンターにつなぎ、そこから適切な支援へとつなげていくことができたら良いと思う。親の抱えて

いる問題やヤングケアラーなどの問題については、学校では介入しにくいが、学童はそういった

問題にも入り込みやすい場所ではないかと思う。資料３を見ると、こども家庭センターと地域の

相談・支援機関が連携とあるが、その二つが実際はまだ連携できていないというのがもったいな

い。宇部市のこども政策もこども大綱に沿っていくということであるが、こども大綱４０ページ

に「様々な手続をワンストップで行うことができる窓口の整備、申請書類・帳票類の簡素化・統一

化」と記載してあるので、宇部市もそのあたりについて前向きに検討していただきたい。 

〇事務局 

  学童保育事業など市が行うさまざまな事業は、児童虐待であったり、ヤングケアラーであった

り、そういった問題に気づき、それらを適切な支援先につなぐということが大事になってくると

思っており、そういった意味でも窓口の一本化は重要になってくると考えている。こども計画を

策定する際にも、検討していこうと思う。 

〇委員 

  こどもという言葉が大きく出たことは素晴らしいなと思っている。児童相談所についてだが、

保育の現場にいると、挨拶をしても返答がないなど、顔を合わすだけで何か困っているのかなと

わかる。そこで、虐待が疑われる場合や、こどもの服が毎日汚れた状態である場合には、児童相談

所に相談したこともある。他の保育園へ転園するときには、よく様子を見るようにと情報共有も

したりしている。こどもが亡くなってからでは遅いので、児童相談所の権限を法的に強めるとい

うことは検討していないのか。 

〇事務局 

  市においては児童相談所とよく連携を取っており、保育園や幼稚園から気になるこどもがいる

という話があれば、児童相談所に連絡するようにしている。児童相談所もいろいろと手を尽くし

ておられ、人員も増やしていこうとされていると聞くが、親からこどもをすぐに引き離すという

権限を強めることは難しいのではないかと思う。意見があったということはお伝えする。 

〇委員 

  ただ、本当に危ないケースというのが稀にあるので、いよいよこれ以上は危ないといったとき

に、児童相談所がもっと権力を持ってもいいのではないかと思う。 

〇事務局 

  こどもの命は本当に大切にしないといけないと思っている。危険な事態があれば児童相談所に

通報していただければと思う。 



〇委員 

  小児科医をやっていると、健診や予防接種に途中から来なくなる方がいる。その後、受診されて

いるのかが気になるのだが、市で未受診者は管理しているか。 

〇事務局 

  市では、健診の未受診者については必ず確認している。 

〇委員 

  それでも受けない人はいるか。 

〇事務局 

  例えば、３歳児健診は受けることができる期間が４歳になるまでというのがあるので、未受診

者にはできるだけ早く受診するよう声掛けしている。４歳になると受けることはできないため、

保育園や幼稚園、家庭でこどもの様子を目視で確認するようにしている。 

〇委員 

  先日、教育委員会との会議で、宇部市の小学生の不登校が５年前と比べて６倍になっていると

聞いた。中には小学校１年から中学校を卒業するまで学校に行けないこどももいるという事実を

知り、驚いた。小学校、中学校と義務教育なのでどこかの学校に行かないといけないが、学校以外

で不登校のこどもたちが行ける場所が宇部市に一つでもあれば良いのではないかと思う。家から

出てどこかに通うことから始められる場所があればと思う。また、学童については、来年度から春

休みが繰り上がり、先生の負担が減る代わりに、学童の方の負担が大きくなるということで、どち

らか一方に負担が偏らないように環境を整えることができればと思う。こども計画については、

こども・若者が思っていることは、地区によっても違うと思うため、アンケートに地域性を持たせ

るなどして、市の中にさまざまな地区があって、どの地区にもこども・若者がいるということを市

民の方に理解していただきたい。 

〇事務局 

  こどもの居場所づくりについても考えていきたいと思っている。アンケートについては、地域

性も考慮しながら検討していきたい。 

〇委員 

  学童は、さまざまな特性をもったこどもが約１割いる。特性があるからだめなのかというとそ

うではなく、その子の特性をどう生かすかが大切になってくる。支援員も特性がある子との接し

方はまだ難しいところがあり、支援員の質を高める必要がある。巡回指導員の方に相談もするの

だが、現実は毎回対応が違ってくる。支援員の質の向上を図りたいが、人員不足等もあってなかな

か難しいため、こどもにとっても支援員にとっても学童の環境がもっと整えば良いのにと思う。

余談になるが、ニュースで１５歳から２５歳の若者にこどもがほしいかというアンケートをした

結果、５割がこどもはほしくないと回答したというのを見た。理由は、責任が持てないから、子育

てに自信がないからといったものが多いようであった。このことから、こどもを育てることがど

れだけ大切かということを若者に伝えていく必要があると思う。 

〇会長 

  人を育てたいと思うためには、大切に育てられた体験も重要になってくると思う。特性をもっ

たこどもたちも含め、全てのこどもたちが大切に育てられるように私たちが考えていかないとい

けないというのが、今回のこども大綱やこれから策定される宇部市のこども計画なのだと思う。 



〇委員 

  学童の支援員をしており、複数の学童と関わりがあるが、それぞれの学童で教室の規模や児童

数等を考慮し、工夫しながら運営されていると感じている。学童で大変と言われる子が小学校で

はそうではなかったりするし、反対に、小学校では手がかかるのだが学童ではそうではない子も

いる。こどもたちの個性を生かしながら、そして保護者の意見も聞きながら、保育に携わっていき

たいと思っている。 

〇委員 

  学童の巡回アドバイザーをしている専門職員から聞く話では、それぞれの学童で抱えている課

題は異なるため、それに応じて意見交換会や研修会を実施しているが、それでも課題が解決でき

なければ、再度訪問したりして対応しているところである。日々のことなので本当に大変だろう

なというのは感じており、なかなかお役に立てているようで立てていないところもあり、申し訳

ないと思う。この話と通じるかわからないが、県から「在宅障害児療育支援事業」をつくし園が受

託しており、外来療育指導や、施設支援といって気になるこどもがいる保育園や幼稚園の職員に

対し話をするという事業を行っている。令和６年度から事業の形態が変わるという説明会が先日

あったのだが、「こどもの発達支援体制整備事業（仮称）」ができるようで、その中で児童発達支援

センターの役割について、もう少し地域に根差して指導しなさいというのを言われている。学童

保育や保育園、幼稚園を巡回訪問して指導しなさいというお知らせがあり、これまでの施設支援

の幅を広げて、地域にもっと入っていって支援するように言われたので、私たちがお手伝いでき

る幅も広がるのかなと思っている。一般の学童、保育園、幼稚園に加えて、障害のあるこどもが通

っている事業所、放課後デイサービス等へも指導に行くことになるので、このことを知っていた

だいて、上手くご利用いただければと思う。 

〇委員 

  どこの場面でも支援の必要なこどもが課題になりがちである。私の園でも、保護者が診断を受

けても、療育に行かせたくないということがあり、職員も大変な思いをしたことがあったが、その

子の成長を見ることができたのはとても嬉しく、良い経験をした。今回のこども大綱をきっかけ

に、そういうことについても多くの人に知ってもらい、考えていければ良いと思う。こどもたちは

日々成長し、時間はあっという間に過ぎていくので、これからいろいろなことを計画していくと

思うが、スピード感をもって取り組んでいただければと思う。 

〇委員 

  こどもの意見聴取についてだが、地区ふれあい運動推進員会では最近、地域の活動や祭り、イベ

ントに小学生を動員して司会をやってもらうなどの取組を行っている。未来を語る会というのも

あり、高校生が参加をしたり、大学生がプレゼンをした内容を地域に取り入れたりという取組も

行っているので、そういうところからきっかけづくりができればと思う。 

〇会長 

  ほかに何かありますか。 

 ・・・特になし。 

 

                                        以 上 


